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第
二
節

聖
霊
修
道
院

聖
職
者
と
居
住
者
の
受
難

ー

神
父
マ
ノ
エ
ル
・
ポ
ル
タ
ル
の
震
災
詳
説

そ
の
一

リ
ス
ボ
ン
大
地
震
の
被
災
証
言
の
な
か
で
も
っ
と
も
大
部
で
詳
細
で
あ
る
の
は
、
お
そ
ら
く

オ
ラ
ト
リ
オ
会
の
神
父
マ
ノ
エ
ル
・
ポ
ル
タ
ル
の
記
録
で
あ
ろ
う
。
同
じ
修
道
会
に
属
す
る
ペ

レ
イ
ラ
・
デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
エ
イ
レ
ド
の
報
告
は
、
前
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
一
般
的
・
総
括
的

文
書
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ポ
ル
タ
ル
の
著
作
『
史
話

王
都
リ
ス
ボ
ン
の
壊
滅
史
話
』
で
は
主

と
し
て
執
筆
者
自
身
の
体
験
と
周
囲
の
被
災
状
況
が
き
わ
め
て
精
細
に
語
ら
れ
る
。

一
七
五
六
年
に
公
に
さ
れ
た
こ
の
著
作
は
、
残
念
な
が
ら
現
在
入
手
で
き
な
い
。
し
か
し
、

幸
い
に
も
一
九
一
九
年
研
究
者
ペ
レ
イ
ラ
・
デ
・
ソ
ー
サ
に
よ
っ
て
大
著
『
ポ
ル
ト
ガ
ル
地
震

一
七
五
五
年
十
一
月
一
日
と
そ
の
人
口
学
的
研
究
』
の
な
か
に
主
要
な
部
分
が
採
録
さ
れ
た
。

た
だ
し
、
ポ
ル
タ
ル
の
膨
大
な
論
述
を
、
ソ
ー
サ
は
原
典
に
お
け
る
順
序
で
は
な
く
、
自
著
の

構
成
と
展
開
に
即
応
さ
せ
、
多
数
の
段
落
に
分
割
し
て
引
用
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
震
災

記
録
を
で
き
る
だ
け
時
間
の
経
過
に
沿
っ
て
復
元
し
、
主
要
な
段
落
の
試
訳
と
検
討
を
試
み
た

い
。ポ
ル
タ
ル
に
よ
っ
て
綿
密
に
描
写
さ
れ
る
オ
ラ
ト
リ
オ
会
聖
霊
修
道
院
は
、
リ
ベ
イ
ラ
王
宮

の
北
西
、
ノ
ヴ
ァ
・
ド
・
ア
ル
マ
ダ
街
に
あ
っ
た
。
こ
の
坂
道
は
一
五
世
紀
に
形
成
さ
れ
た
新

街
界
隈
に
属
し
、
中
腹
に
位
置
す
る
聖
霊
修
道
院
か
ら
、
登
れ
ば
シ
ア
ー
ド
地
区
の
カ
ル
モ
修

道
院
や
サ
ン
・
ロ
ケ
教
会
へ
、
降
れ
ば
王
宮
広
場
や
河
岸
地
区
に
通
じ
る
。
延
々
た
る
神
父
の

証
言
は
、
ま
ず
聖
霊
修
道
院
に
お
け
る
万
聖
節
の
前
夜
か
ら
始
ま
る
。

ノ
バ
・
ド
・
ア
ル
メ
ダ
街
の
オ
ラ
ト
リ
オ
会
修
道
院
が
不
運
に
も
大
地
震
に
直
撃
さ

れ
、
倒
壊
と
破
壊
に
至
る
哀
切
で
劇
的
な
経
緯
に
つ
い
て
物
語
を
始
め
よ
う
。
災
禍
に
覆

わ
れ
た
九
ヵ
月
間
の
出
来
事
を
網
羅
し
た
い
が
、
八
月
一
日
す
な
わ
ち
今
日
も
ま
た
、
大

地
の
揺
れ
を
感
じ
た
と
い
う
有
様
で
あ
る
。

こ
の
記
録
を
挿
話
で
始
め
る
こ
と
を
許
し
て
頂
き
た
い
。
果
た
す
べ
き
目
的
の
た
め
、

腹
蔵
な
く
語
ら
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
続
い
て
凄
絶
な
一
日
の
惨
事
と
悲

劇
に
つ
い
て
叙
述
し
よ
う
。
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あ
の
日
に
先
立
っ
て
、
わ
が
身
に
生
じ
た
不
吉
な
出
来
事
を
ま
ず
率
直
に
語
り
た
い
。

以
前
か
ら
マ
ヌ
エ
ル
・
デ
ィ
ア
ス
の
美
事
な
製
作
、
主
イ
エ
ス
の
十
字
架
像
を
私
は
持
っ

て
い
た
。
手
に
入
れ
た
の
が
大
層
嬉
し
く
、
あ
の
世
へ
の
旅
立
ち
に
も
、
道
連
れ
に
し
た

い
気
持
で
あ
っ
た
。
そ
の
十
字
架
像
に
は
神
の
御
業
が
崇
敬
の
念
を
も
っ
て
表
現
さ
れ
て

い
た
。
万
聖
節
の
前
日
い
つ
も
の
説
教
を
済
ま
せ
た
私
が
、
同
僚
の
数
人
か
ら
聞
い
た
の
は
小

さ
な
地
震
、
人
に
よ
っ
て
は
気
づ
か
ぬ
ほ
ど
の
地
震
が
二
度
起
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

、

、

を
気
に
も
し
な
い
で
僧
坊
に
戻
っ
た
が

そ
こ
で
は
道
路
側
の
壁
は
漆
喰
に
ひ
び
が
生
じ

か
ね
て
割
れ
そ
う
で
も
あ
っ
た
の
で
、
反
対
側
の
片
隅
で
横
臥
し
た
。
し
か
し
、
な
ん
ら

の
心
配
も
感
ぜ
ず
、
眠
っ
た
の
で
あ
る
。

眠
り
に
落
ち
る
と
、
そ
の
十
字
架
像
が
夢
に
現
れ
、
も
は
や
そ
な
た
の
目
に
主
は
映
じ

な
い
と
告
げ
る
。
夢
枕
で
私
の
心
は
深
く
傷
つ
き
、
わ
が
罪
の
赦
免
を
主
に
哀
願
す
る
。

。

。

、

、

必
死
の
思
い
で
あ
る

主
の
お
応
え
は
変
ら
な
い

懇
願
を
続
け
な
が
ら

苦
悶
は
増
し

恩
寵
を
賜
る
の
は
絶
望
的
と
感
じ
た
。
や
が
て
目
覚
め
た
私
は
、
陰
鬱
な
気
持
で
あ
る
。

床
を
離
れ
た
あ
と
、
一
抹
の
困
惑
と
深
い
苦
悩
に
包
ま
れ
な
が
ら
ミ
サ
に
参
じ
た
。
そ
れ

①

が
済
む
と
、
個
別
の
祈
祷
を
す
る
た
め
僧
坊
に
戻
っ
た
。

ポ
ル
タ
ル
の
震
災
記
録
は
被
災
の
規
模
と
状
況
に
つ
い
て
際
立
っ
て
精
細
で
あ
り
、

こ
れ
を
充
分
理
解
す
る
た
め
に
は
、
修
道
院
に
お
け
る
組
織
や
生
活
に
つ
い
て
基
本
的
な
事
柄

を
知
る
必
要
が
あ
る
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
修
道
院
の
原
型
は
、
六
世
紀
イ
タ
リ
ア
の
聖

。「

、

者
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
に
よ
り
造
ら
れ
た
と
さ
れ
る

我
ら
自
身
の
力
は
充
分
で
は
な
い
が
故
に

主
に
向
っ
て
そ
の
恩
恵
の
助
け
を
与
え
ら
れ
ん
こ
と
を
希
う

」
各
人
が
生
来
非
力
で
あ
る
た

。

め
に
、
神
を
求
め
る
人
た
ち
が
ひ
と
つ
の
共
同
体
を
な
し
、
相
互
の
敬
愛
と
支
援
の
も
と
で
錬

磨
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
れ
ば
我
ら
は
主
の
奉
仕
の
た
め
の
学
校
を
建
て
よ
う
。
そ
れ
に
は
厳

②

格
に
す
ぎ
ず
永
遠
の
命
に
達
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
『
戒
律
』
を
始
原
と
す
る
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
は
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
世
は
じ
め
歴
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代
の
ロ
ー
マ
教
皇
に
教
導
さ
れ
、
中
世
の
主
要
な
修
道
会
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
へ
拡
が
っ

た
。
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
で
求
め
ら
れ
る
誓
願
は
、
定
住
、
従
順
、
純
潔
の
三
項
目
で
あ
る
。
な

か
で
も
定
住
誓
願
、
一
定
の
組
織
に
所
属
し
、
そ
こ
に
住
居
を
定
め
る
誓
い
は
、
修
道
院
発
展

①

の
重
要
な
貢
献
と
さ
れ
る
。

さ
て
、
ノ
ヴ
ァ
・
ド
・
ア
ル
マ
ダ
街
に
お
け
る
万
聖
節
の
朝
に
つ
い
て
、
ポ
ル
タ
ル
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
語
る
。

礼
拝
規
定
書
に
定
め
ら
れ
た
小
部
屋
で
し
ば
し
寛
い
だ
こ
と
を
憶
え
て
い
る
。
ジ
ョ
ア

ン
・
バ
リ
ボ
サ
神
父
が
来
ら
れ
て
ま
も
な
く
、
新
回
廊
に
沿
う
小
部
屋
の
床
板
が
揺
れ
始

め
た
。
床
板
が
軋
る
の
に
気
づ
い
た
私
は
、
す
ぐ
に
地
震
だ
と
悟
り
、
神
父
に
続
い
て
庭

園
と
は
逆
の
方
へ
急
い
で
逃
げ
た
。
も
し
も
地
階
の
回
廊
か
ら
食
堂
へ
向
っ
て
お
れ
ば
、

命
を
失
っ
た
で
あ
ろ
う
。
バ
リ
ボ
サ
神
父
が
先
に
進
み
、
門
を
潜
る
際
に
背
後
を
振
り
返

、
、

。

、

っ
た
私
は

横
転
す
る
木
箱
と
作
業
台
の
間
に
倒
れ
た

頭
上
で
回
廊
の
屋
根
が
崩
れ

礼
拝
堂
の
上
に
倒
壊
す
る
。
向
側
の
新
回
廊
で
は
デ
ィ
オ
ゴ
・
ヴ
ェ
ル
ネ
イ
神
父
は
う
ず

く
ま
る
。
私
は
と
言
え
ば
、
身
体
が
埋
れ
た
も
の
の
、
石
な
ど
は
落
下
せ
ず
、
頭
の
痛
み

も
な
い
。
地
震
は
七
分
間
続
き
、
そ
の
間
死
の
接
近
を
刻
々
と
感
じ
な
が
ら
、
鎮
ま
る
ま

で
神
に
慈
悲
を
求
め
た
。

震
動
が
止
ん
で
も
、
身
動
き
が
で
き
ず
、
動
顛
し
て
大
声
で
救
助
を
求
め
た
。
神
の
御

心
に
よ
っ
て
窓
辺
か
ら
脱
出
で
き
た
方
々
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ダ
・
カ
ル
バ
ロ
副
修
道
院

長
、
ホ
ウ
チ
ス
モ
修
道
士
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ゴ
ン
サ
ル
ヴ
ェ
修
道
士
、
さ
ら
に
は
ジ
ョ
ア

ン
・
バ
リ
ボ
サ
神
父
と
商
人
の
マ
ヌ
エ
ル
・
ゴ
ン
サ
ル
ヴ
ェ
氏
な
ど
、
大
い
な
る
博
愛
を

発
揮
さ
れ
、
み
な
で
私
を
救
出
し
た
の
で
あ
る
。
岩
石
が
両
脚
を
塞
い
で
、
そ
れ
を
持
ち

上
げ
る
の
に
人
手
を
要
し
、
私
の
衣
服
も
裂
き
破
れ
た
。
救
い
出
さ
れ
た
の
は
幸
運
で
あ

る
が
、
脚
は
腫
れ
、
目
は
血
に
染
っ
て
、
重
傷
の
身
で
庭
園
の
方
へ
這
い
上
っ
た
わ
け
で

②

あ
る
。

ポ
ル
タ
ル
が
所
属
す
る
オ
ラ
ト
リ
オ
会
は
、
十
六
世
紀
中
葉
の
ロ
ー
マ
で
聖
フ
ィ
リ
ポ
・
ネ



Saint
Philippe

N
eri

et
la

Societe
Rom

aine
de

son
Tem

ps

①Louis
Ponnelle

et
Louis

B
ordet,

Paris,1927.pp.17-18.
(

)
1515-1595

,

柳
沼
千
賀
子
著
『
聖
フ
ィ
リ
ポ
・
ネ
リ
ー
喜
び
の
預
言
者
』
ド
ン
・
ボ
ス
コ
社
、
二
一
ー
二
七
頁
。

- 5 -

リ
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
歿
後
聖
者
の
列
に
加
え
ら
れ
る
ネ
リ
は
、
一
五
一
五
年
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
で
市
庁
公
証
人
の
家
庭
に
生
ま
れ
た
。
マ
ル
チ
ン
・
ル
タ
ー
に
よ
っ
て
宗
教
改
革
の
口
火

が
切
ら
れ
る
二
年
前
で
あ
る
。
つ
と
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
一
四
八
二
年
ド
ミ
ニ
カ
会
修
道
士

ジ
ロ
ー
ラ
モ
・
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
が
サ
ン
・
マ
ル
コ
修
道
院
へ
就
任
し
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
独
裁

と
ロ
ー
マ
教
皇
庁
の
腐
敗
を
説
教
壇
か
ら
痛
撃
し
た
。
や
が
て
彼
は
政
治
の
実
権
を
掌
握
し
、

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
か
ら
奢
侈
の
一
掃
を
図
っ
た
が
、
神
権
政
治
へ
の
反
発
も
強
ま
り
、
一
四
九
八

年
宗
教
裁
判
の
結
果
火
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
の
事
蹟
は
ボ
ヘ
ミ
ア

の
神
学
者
ヤ
ン
・
フ
ス
の
受
難
と
と
も
に
、
宗
教
改
革
の
先
駆
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
も
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
で
は
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
へ
の
敬
慕
が
秘
か
に
保
た
れ
、
公
証
人
ネ
リ
も
深
く
尊
敬
し
て

い
た
。
敬
虔
な
少
年
フ
ィ
リ
ポ
も
サ
ン
・
マ
ル
コ
教
会
に
お
け
る
ド
ミ
キ
カ
会
の
礼
拝
と
説
教

に
し
ば
し
ば
参
じ
た
と
さ
れ
る
。
後
年
彼
は
ド
ミ
ニ
カ
会
に
つ
い
て
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

①

脳
裡
に
あ
る
叡
智
は
す
べ
て
サ
ン
・
マ
ル
コ
教
会
神
父
た
ち
の
賜
物
な
の
で
あ
る
。

十
七
歳
に
し
て
ネ
リ
は
富
裕
な
親
戚
へ
養
子
に
出
さ
れ
た
が
、
家
業
の
織
物
取
引
に
打
ち
込

め
ず
、
山
上
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
修
道
院
へ
頻
繁
に
赴
い
た
。
信
仰
の
道
を
歩
も
う
と
、
一
五

三
三
年
彼
は
彼
は
ロ
ー
マ
へ
旅
立
ち
、
し
が
な
い
労
務
で
生
活
の
糧
を
得
な
が
ら
、
病
人
や
巡

礼
へ
の
奉
仕
活
動
を
続
け
る
。

サ
ン
・
ト
マ
ス
教
会
の
司
祭
に
彼
が
叙
階
さ
れ
た
の
は
、
一
五
五
一
年
三
五
歳
の
と
き
で
あ

る
。
や
が
て
彼
を
囲
ん
で
小
人
数
の
信
者
が
定
期
的
に
集
ま
り
、
礼
拝
堂
で
の
会
合
を
意
味
し

て
オ
ラ
ト
リ
オ
会
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
と
慈
善
事
業
に
携
わ
る
ネ

リ
は
、
出
先
の
聖
ヤ
コ
ボ
病
院
で
イ
グ
ナ
チ
ウ
ス
・
ロ
ヨ
ラ
と
巡
り
会
っ
た
。

す
で
に
一
五
三
四
年
ロ
ヨ
ラ
は
六
人
の
同
志
と
イ
エ
ス
ズ
会
を
結
成
し
、
一
五
五
一
年
に
は

カ
ト
リ
ッ
ク
随
一
の
中
等
教
育
機
関
、
コ
レ
ジ
オ
・
ロ
マ
ー
ノ
を
設
立
し
た
。
こ
の
間
ロ
ヨ
ラ

の
同
志
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
は
イ
ン
ド
、
マ
ラ
ッ
カ
、
日
本
へ
と
伝
道
の
旅
を
重
ね
、

コ
レ
ジ
オ
・
ロ
マ
ー
ノ
開
校
の
翌
年
中
国
で
逝
去
し
た
。

宗
教
革
命
に
よ
っ
て
苦
境
に
立
つ

カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
を
、
イ
エ
ス
ズ
会
と
同
じ
く
オ
ラ
ト
リ
オ
会
も
刷
新
す
る
役
割
を
担
っ
た
。

シ
ト
ー
会
な
ど
中
世
の
修
道
会
は
山
里
へ
の
隠
棲
と
瞑
想
等
の
修
行
を
主
眼
と
し
た
が
、
こ
れ

ら
新
た
な
修
道
会
、
い
わ
ゆ
る
托
鉢
修
道
会
は
都
市
に
お
け
る
住
民
の
教
化
と
救
済
を
重
視
し
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た
。
し
か
し
、
軍
事
的
な
規
律
と
海
外
へ
の
布
教
を
重
視
す
る
イ
エ
ス
ズ
会
と
は
異
な
り
、
ネ

リ
の
も
と
で
は
会
士
相
互
の
敬
愛
と
隣
人
へ
の
慈
善
事
業
に
力
点
が
置
か
れ
た
。
ベ
レ
ッ
ト
著

『
聖
フ
ィ
リ
ッ
ペ
・
ネ
リ
ー
オ
ラ
ト
リ
オ
会
の
創
設
』
に
は
オ
ラ
ト
リ
オ
会
士
の
日
々
が
つ
ぎ

の
よ
う
に
叙
述
さ
れ
る
。

オ
ラ
ト
リ
オ
会
修
道
院
で
は
朝
食
、
昼
食
、
夕
食
の
前
後
に
宗
教
書
の
朗
読
が
な
さ
れ

た
。
ほ
ぼ
同
じ
年
齢
の
青
年
ふ
た
り
、
僧
衣
を
許
さ
れ
た
ば
か
り
の
ジ
ェ
ル
マ
ニ
コ
・
フ

ェ
デ
リ
と
オ
ク
タ
ヴ
ィ
オ
・
パ
ラ
ヴ
ィ
シ
ニ
が
、
一
週
交
代
で
朗
読
を
担
当
し
た
。

朝
食
と
昼
食
の
際
に
は
聖
書
と
近
代
語
の
宗
教
書
が
読
ま
れ
、
夕
食
の
と
き
に
は
勤
行

や
良
心
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
共
同
の
僧
坊
で
会
士
た
ち
に
序
列
は
な
く
、

そ
れ
を
望
む
者
も
な
か
っ
た
。
す
べ
て
の
会
士
が
た
が
い
に
目
上
の
人
と
し
て
敬
愛
し
た

の
で
あ
る
。

彼
ら
全
員
が
首
長
、
院
長
、
慈
父
と
し
て
尊
敬
し
た
の
は
、
フ
ィ
リ
ッ
ペ
・
デ
・
ネ
リ

だ
け
で
、
こ
の
方
は
聖
ジ
ェ
ロ
ー
ム
僧
坊
の
深
奥
で
、
温
情
と
慈
愛
に
満
ち
た
威
厳
に
輝

い
て
い
た
。

宿
舎
も
食
事
も
給
費
も
み
な
共
同
で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
人
間
の
集
団
と
言
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
天
使
の
集
い
を
思
わ
せ
た
。
こ
う
し
た

聖
職
者
の
宗
教
的
な
共
同
体
に
フ
ィ
リ
ッ
ペ
は
、
憲
章
と
も
い
う
べ
き
少
数
の
規
範
を
成

。

、

員
の
合
意
で
設
け
る
こ
と
を
希
望
し
た

こ
の
規
範
は
全
員
一
致
で
ま
も
な
く
採
択
さ
れ

①

忠
実
に
実
施
さ
れ
た
。

軍
隊
的
な
秩
序
と
規
律
を
強
調
す
る
イ
エ
ス
ズ
会
と
は
対
照
的
に
、
オ
ラ
ト
リ
オ
会
で
は
こ

の
よ
う
に
合
議
と
対
等
を
基
本
と
す
る
。
と
く
に
管
理
の
中
枢
で
あ
る
修
道
院
長
に
つ
い
て
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
。

修
道
院
長
の
任
期
は
三
年
間
で
あ
っ
て
、
再
選
は
可
能
で
あ
っ
た
。

修
道
院
長
に
格
別
の
栄
誉
や
特
権
は
な
く
、
な
に
び
と
よ
り
も
多
大
の
労
苦
と
重
大
な

責
任
が
課
せ
ら
れ
た
。

修
道
院
長
は
別
格
に
扱
わ
れ
る
の
は
、
聖
歌
を
奏
す
る
と
き
と
食
卓
に
就
く
と
き
だ
け
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で
あ
る
。

修
道
院
長
は
厳
格
で
峻
厳
な
統
率
で
は
な
く
、
心
優
し
く
寛
容
な
指
導
に
努
め
ね
ば
な

①

ら
な
い
。

、

、

一
六
一
一
年
ル
イ
十
四
世
治
下
の
フ
ラ
ン
ス
で

母
后
マ
リ
・
ド
・
メ
デ
ィ
チ
の
聴
聞
司
祭

ピ
エ
ー
ル
・
デ
・
ベ
リ
ュ
レ
枢
機
卿
に
よ
っ
て
オ
ラ
ト
リ
ア
会
が
結
成
さ
れ
、
こ
の
修
道
会
で

デ
カ
ル
ト
を
継
承
す
る
哲
学
者
ニ
コ
ラ
ス
・
マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
や
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ズ
ム
の
論
客
と

な
る
神
学
者
パ
ス
キ
エ
・
ケ
ネ
ル
が
育
て
ら
れ
た
。
さ
ら
に
一
六
五
九
年
リ
ス
ボ
ン
で
は
、
王

室
礼
拝
堂
の
司
祭
バ
ル
ト
ロ
メ
・
デ
・
ケ
ン
タ
ル
メ
が
オ
ラ
ト
リ
オ
会
を
設
立
し
、
一
六
七
四

年
シ
ャ
イ
ー
ド
地
区
ノ
ヴ
ァ
・
ド
・
ア
ル
マ
ダ
街
に
聖
霊
修
道
院
が
建
設
さ
れ
、
施
療
院
も
付

設
さ
れ
た
。
こ
こ
で
も
創
立
者
聖
ネ
リ
と
オ
ラ
ト
リ
オ
会
初
期
の
遺
風
が
継
承
さ
れ
、
会
士
相

互
の
敬
愛
と
扶
助
が
重
視
さ
れ
た
こ
と
は
、
ポ
ル
タ
ル
神
父
の
被
災
記
録
か
ら
も
充
分
察
知
で

き
る
。

ジ
ョ
ゼ
・
ク
レ
メ
ン
ト
神
父
は
先
見
の
明
と
凜
と
し
た
気
概
を
示
さ
れ
る
方
で
あ
る

が
、
信
者
の
告
解
を
受
け
た
あ
と
、
工
事
中
の
門
口
で
地
の
揺
れ
を
感
じ
た
た
め
、
一
階

の
僧
坊
へ
走
り
、
開
け
放
た
れ
た
窓
辺
に
身
を
支
え
ら
れ
た
。
窓
枠
を
握
り
締
め
た
神
父

は
、
新
回
廊
の
屋
根
が
落
ち
、
土
台
も
ろ
と
も
僧
坊
が
崩
れ
る
の
を
目
撃
す
る
。
食
堂
の

上
に
は
穹
窿
も
倒
壊
し
た
。
そ
の
と
き
わ
れ
ら
の
恩
師
、
フ
ィ
リ
ッ
ペ
・
ネ
リ
神
父
の
悲

鳴
が
聞
え
た
。
き
わ
め
て
博
学
で
高
徳
な
こ
の
方
が
、
最
期
に
は
瓦
礫
に
埋
も
れ
、
背
中

し
か
見
え
な
か
っ
た
。
恩
師
が
枡
席
の
方
へ
歩
か
れ
る
姿
を
、
ミ
サ
の
あ
と
聖
歌
隊
席
か

ら
見
た
ば
か
り
で
あ
る
。

震
動
が
止
む
と
、
ク
レ
メ
ン
テ
神
父
は
瓦
礫
を
押
し
分
け
、
事
な
き
を
得
た
。
す
ぐ
に

彼
は
周
囲
に
告
解
を
促
し
、
私
も
一
緒
に
告
解
を
行
っ
た
。
そ
れ
も
終
わ
ら
ぬ
う
ち
に
、

血
を
洗
い
落
と
し
た
修
練
士
バ
ル
ソ
ソ
オ
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
が
、
脇
に
来
て
告
解
に
参

加
し
た
。
修
練
士
の
ホ
ウ
リ
ス
ノ
と
看
護
人
マ
ノ
エ
ル
・
デ
ィ
ア
ス
の
安
否
を
確
か
め
る

た
め
、
ほ
か
の
人
た
ち
と
一
緒
に
彼
も
新
回
廊
か
ら
駆
け
つ
け
た
の
で
あ
る
。
ホ
ウ
リ
ス

ノ
と
マ
ノ
エ
ル
・
デ
ィ
ア
ス
は
階
段
を
降
り
て
地
階
の
下
の
道
を
辿
り
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・

ペ
レ
イ
ラ
神
父
を
救
出
し
た
。
こ
の
方
は
受
胎
祈
祷
室
で
地
震
を
感
じ
、
上
の
回
廊
へ
階
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段
へ
急
い
だ
と
き
、
第
二
の
揺
れ
に
襲
わ
れ
が
、
そ
こ
で
震
動
が
止
む
の
を
待
ち
、
幸
運

に
も
荒
墟
か
ら
救
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
他
方
こ
の
と
き
長
い
回
廊
を
走
っ
て
い
た
修
練

士
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
は
、
転
倒
し
て
瓦
礫
に
埋
も
れ
た
。
し
か
し
、
奇

蹟
的
に
救
出
さ
れ
、
か
な
り
の
負
傷
も
ま
も
な
く
快
癒
し
た
。

同
じ
回
廊
で
ヴ
ィ
セ
ン
テ
・
コ
ラ
ソ
神
父
と
修
練
士
の
介
護
人
が
絶
命
さ
れ
た
。
神
父

は
以
前
か
ら
病
身
で
あ
る
も
の
の
、
徳
高
き
読
書
家
で
あ
ら
れ
た
。
医
薬
を
捧
じ
て
介
護

人
は
、
と
り
わ
け
聖
オ
ラ
カ
ー
オ
の
勤
行
に
励
ん
で
、
主
キ
リ
ス
ト
と
聖
母
マ
リ
ア
の
受

難
、
さ
ら
に
は
こ
の
聖
者
の
艱
苦
に
感
銘
を
受
け
、
托
身
の
ヨ
ハ
ネ
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

脚
を
骨
折
し
た
若
者
ジ
ョ
ア
ン
は
露
台
で
発
見
さ
れ
、
や
む
な
く
そ
こ
を
切
断
し
た
も

の
の
、
命
は
取
り
止
め
た
。
荷
車
の
下
に
身
を
伏
せ
た
と
こ
ろ
、
満
杯
の
樽
が
倒
れ
、
脚

を
砕
い
た
の
で
あ
る
。
教
会
が
倒
れ
て
く
る
、
と
い
う
叫
喚
の
な
か
で
、
と
り
わ
け
聖
歌

堂
の
聴
聞
司
祭
数
名
も
同
じ
事
態
と
な
っ
た
が
、
全

隊
席
の
下
で
多
数
即
死
し
た
。
祈
祷

員
が
脱
出
で
き
た
。

修
練
院
の
な
か
で
危
機
に
瀕
し
た
修
練
士
た
ち
は
、
み
な
神
に
憐
憫
を
求
め
、
慈
悲
を

願
っ
た
。
そ
の
建
物
も
古
修
道
院
も
持
ち
堪
え
た
。
し
か
し
、
修
練
士
祈
祷
堂
で
は
ア
ン

ト
ニ
オ
・
ジ
ョ
ワ
キ
ム
神
父
と
修
練
士
の
脇
で
天
井
が
崩
れ
た
も
の
の
、
聖
者
フ
ィ
リ
ッ

ペ
・
ネ
リ
の
立
像
は
被
害
を
免
れ
た
。
ま
た
、
駆
け
出
し
た
修
練
士
コ
ル
ネ
リ
オ
は
枡
席

へ
倒
れ
、
頭
部
を
打
撲
し
た
が
、
気
丈
に
立
ち
上
り
、
危
機
を
脱
し
た
。

ミ
サ
を
司
る
ジ
ョ
ワ
キ
ム
・
フ
ェ
ラ
ズ
神
父
と
ジ
ョ
ゼ
・
ク
レ
メ
ン
テ
修
練
士
は
、
震

動
を
感
じ
て
修
道
院
の
石
段
へ
逃
れ
た
。
そ
こ
に
踏
み
込
ん
だ
ふ
た
り
は
、
石
段
の
破
壊

を
浴
び
て
卒
倒
す
る
。
意
識
が
戻
ら
な
い
ま
ま
夜
と
な
り
、
以
後
三
日
間
そ
こ
で
死
と
闘

っ
た
。
こ
の
建
物
で
は
惨
事
が
重
な
り
、
日
々
天
災
の
犠
牲
者
を
ネ
セ
シ
ダ
ス
へ
埋
葬
す

る
た
め
、
荷
車
と
梯
子
が
運
び
込
ま
れ
た
。
こ
の
と
き
と
く
に
熱
意
を
発
揮
さ
れ
、
称
讃

の
的
と
な
っ
た
の
は
ジ
ョ
ア
キ
ム
神
父
で
あ
る
。

惨
憺
た
る
こ
の
日
、
マ
ヌ
エ
ル
・
ア
ロ
ウ
ジ
ョ
神
父
は
熱
病
で
病
床
に
あ
り
、
周
囲
の

破
壊
で
生
命
の
危
険
に
曝
さ
れ
た
も
の
の
、
迅
速
に
駆
け
つ
け
た
人
た
ち
が
、
庭
園
の
安

全
な
場
所
へ
導
い
た
。

ど
の
神
父
も
こ
の
日
は
悲
劇
的
な
場
面
に
曝
さ
れ
た
。
全
員
が
生
き
埋
め
と
な
る
危
険

も
迫
っ
た
。
し
か
し
、
食
堂
の
上
方
に
あ
た
る
新
回
廊
が
倒
壊
し
、
五
フ
ィ
ー
ト
余
り
瓦

礫
が
積
み
重
な
る
な
か
で
、
神
慮
に
よ
っ
て
中
心
の
障
壁
は
持
ち
堪
え
た
。
新
回
廊
の
下

方
に
位
置
す
る
建
物
も
破
壊
を
免
れ
た
。
修
道
院
は
ほ
と
ん
ど
壊
滅
し
た
。
修
道
院
の
窓

に
付
さ
れ
た
新
し
い
装
飾
も
粉
微
塵
と
な
り
、
身
廊
へ
通
じ
る
石
段
に
散
っ
た
。
調
剤
室
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と
石
造
の
門
も
倒
壊
し
、
数
名
を
即
死
さ
せ
た
。
新
穹
窿
も
同
じ
く
崩
れ
落
ち
る
。
し
か

も
、
無
惨
に
も
聖
歌
隊
席
へ
穹
窿
が
倒
壊
す
る
前
に
、
聖
堂
の
ふ
た
つ
の
身
廊
が
完
膚
な

①

く
破
壊
さ
れ
た
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
に
お
け
る
オ
ラ
ト
リ
オ
会
の
創
立
者
バ
ル
ト
ロ
メ
・
デ
・
ケ
ン
タ
ル
メ
は
、
一

六
二
六
年
大
西
洋
に
浮
か
ぶ
サ
ン
・
ミ
ゲ
ル
島
の
名
家
に
生
ま
れ
た
。
こ
の
島
を
中
心
と
す
る

ア
ゾ
レ
ス
諸
島
は
、
十
五
世
紀
の
前
半
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
発
見
さ
れ
、
植
民
地
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の

中
継
地
、
さ
ら
に
は
オ
レ
ン
ジ
輸
出
の
原
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
十
七
歳
の
と
き
故
郷

を
離
れ
た
彼
は
、
エ
ボ
ラ
大
学
で
哲
学
を
修
め
、
さ
ら
に
数
年
コ
イ
ン
ブ
ラ
の
コ
レ
ジ
オ
と
大

学
で
神
学
を
究
め
た
。
バ
ル
ト
ロ
メ
が
最
初
に
聖
職
に
就
い
た
の
は
、
一
六
五
二
年
リ
ス
ボ
ン

の
聖
霊
教
会
に
お
い
て
で
あ
る
。

や
が
て
彼
の
篤
信
と
学
識
は
宮
廷
に
ま
で
伝
わ
り
、
王

②

室
に
出
仕
す
る
に
至
る
。
ロ
ー
マ
の
聖
職
者
ジ
ョ
セ
フ
・
カ
タ
ラ
ノ
は
著
書
『
バ
ル
ト
ロ
メ
・

デ
・
ケ
ン
タ
ル
メ
神
父
の
生
涯
』
に
お
い
て
左
記
の
と
お
り
述
べ
る
。

国
王
ジ
ョ
ア
ン
四
世
は
バ
ル
ト
ロ
メ
の
敬
虔
さ
、
重
厚
さ
、
該
博
さ
に
注
目
さ
れ
、
一

六
五
四
年
王
室
礼
拝
堂
の
教
導
司
祭
お
よ
び
告
解
司
祭
に
登
用
し
た
。
こ
う
し
て
豪
胆
に

も
彼
は
、
国
王
の
庭
園
を
掃
き
清
め
る
事
業
に
着
手
す
る
の
で
あ
る
。
宮
殿
に
お
い
て
刹

那
的
な
歓
楽
が
繰
り
返
さ
れ
、
そ
の
度
に
怠
惰
な
人
間
の
疾
患
が
殖
え
る
こ
と
を
、
知
ら

ぬ
者
は
い
な
い
。
ま
た
、
魂
の
徳
操
を
保
つ
に
は
、
宮
殿
か
ら
立
ち
去
る
が
よ
い
、
と
も

世
人
は
言
う
。
い
か
に
し
て
バ
ル
ト
ロ
メ
は
奇
蹟
を
成
し
遂
げ
た
で
あ
ろ
う
か
。
国
王
の

愛
顧
を
受
け
て
王
宮
に
登
っ
た
彼
は
、
人
々
の
精
神
を
日
々
錬
磨
し
た
ば
か
り
で
な
く
、

説
得
力
あ
る
助
言
を
要
人
や
廷
臣
に
供
し
た
。
ま
た
、
古
式
の
華
麗
な
衣
装
を
ば
、
キ
リ

ス
ト
教
の
厳
格
な
訓
練
で
懲
罰
し
、
一
歩
一
歩
に
徳
操
へ
と
導
い
て
、
か
く
も
豊
饒
な
教②

理
を
会
得
さ
せ
、
修
道
院
の
ご
と
く
敬
虔
な
堂
宇
に
王
宮
を
一
変
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
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一
六
四
〇
年
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
再
独
立
を
達
成
し
た
ジ
ョ
ア
ン
四
世
は
、
マ
ラ
ッ
カ
、
ア
ン

ゴ
ラ
、
ブ
ラ
ジ
ル
等
で
植
民
地
を
確
立
し
、
一
六
五
七
年
に
逝
去
し
た
。
以
後
摂
政
と
な
っ
た

そ
の
王
妃
ル
イ
ザ
・
デ
・
グ
ス
マ
オ
か
ら
も
バ
ル
ト
ロ
メ
は
崇
敬
さ
れ
、
彼
女
の
支
援
を
受
け

て
一
六
五
九
年
初
め
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
オ
ラ
ト
リ
オ
会
修
道
院
を
設
立
す
る
。
こ
の
修
道
院
は

彼
が
か
っ
て
勤
め
た
聖
霊
教
会
と
合
体
し
、
以
前
か
ら
そ
こ
に
あ
る
施
療
院
も
併
合
し
た
。
バ

、『

』（

）
、『

』

ル
ト
ロ
メ
は
宗
教
書
の
著
述
で
も
知
ら
れ

幼
き
日
の
キ
リ
ス
ト

全
三
巻

説
教
集

②

（
全
二
巻

『
主
日

（
全
三
巻
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

）、

』

勉
励
と
研
鑽
を
重
ん
じ
る
聖
霊
修
道
院
は
、
こ
の
時
代
に
も
優
れ
た
学
者
を
擁
し
て
い
た
。

さ
き
に
述
べ
た
と
お
り
、
神
父
ペ
レ
イ
ラ
・
ド
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
は
著
名
な
神
学
者
の
ひ
と
り

に
数
え
ら
れ
、
ポ
ン
バ
ル
政
権
の
宗
教
的
な
参
与
で
あ
っ
た
。
本
節
の
主
題
で
あ
る
マ
ヌ
エ
ル

・
ポ
ル
タ
ル
の
著
述
は
、
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
の
も
っ
と
も
詳
細
で
長
大
な
証
言
で
あ
る
。
さ
ら

に
修
道
士
ジ
ョ
ゼ
・
フ
レ
イ
ラ
は
前
述
の
ジ
ョ
セ
フ
・
カ
タ
ラ
ノ
に
よ
る
バ
ル
ト
ロ
メ
・
デ
・

ケ
ン
タ
ル
メ
伝
を
つ
と
に
一
七
四
七
年
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
翻
訳
し
、
や
が
て
一
七
五
八
年
大
地

震
に
直
面
し
た
王
権
の
膨
大
な
勅
令
と
布
告
を
編
纂
し
た
。
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
の
危
機
管
理
に

関
す
る
基
本
的
な
史
料

『
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
権
緊
急
政
策
釈
義
』
が
そ
れ
で
あ
る
。

、

神
父
た
ち
も
多
く
は
争
っ
て
戸
外
へ
殺
到
し
た
。
し
か
し
、
海
嘯
に
よ
っ
て
危
険
は
倍

加
し
、
や
が
て
郊
外
の
ヴ
ァ
レ
・
デ
・
ペ
レ
イ
レ
緑
野
と
ネ
セ
シ
ダ
ス
修
道
院
へ
の
避
難

が
始
ま
っ
た
。
避
難
の
途
上
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ノ
・
モ
ン
テ
イ
ロ
神
父
は
、
聖
鉢
と
聖
餅
を
携

え
て
、
説
教
を
続
け
、
告
解
を
聴
い
た
と
言
う
。
ま
た
、
宵
闇
が
迫
る
と
、
モ
ン
テ
イ
ロ

神
父
は
聖
杯
を
袋
に
包
ん
で
説
教
を
重
ね
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
修
道
士
ア
ン
ト
ニ
オ
・
コ

ス
タ
・
ク
ト
様
も
、
聖
歌
の
斉
唱
を
続
け
な
が
ら
、
包
み
を
両
手
で
運
ば
れ
た
。
怖
る
べ

き
日
の
夜
瓦
礫
の
山
を
越
え
て
、
か
く
も
難
渋
な
道
を
来
た
こ
と
を
、
ク
ト
様
は
緑
野
へ

着
く
や
、
秘
蹟
の
聖
杯
で
祝
福
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

私
は
と
言
え
ば
、
さ
ら
な
る
震
動
に
慄
然
と
し
て
、
修
道
院
の
中
庭
か
ら
出
た
い
と
思

っ
た
が
、
歩
行
の
困
難
な
わ
が
身
で
あ
る
。
詮
方
な
く
急
遽
ふ
た
り
の
男
に
担
が
れ
、
積

み
重
な
る
遺
体
を
押
し
分
け
て
荷
車
の
足
場
ま
で
来
た
。
瓦
礫
の
山
を
越
え
て
サ
ン
タ
・

カ
タ
リ
ー
ナ
門
へ
辿
り
着
く
と
、
そ
こ
で
は
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ソ
ア
レ
ス
神
父
が
路
上
で
説

教
し
、
告
解
室
か
ら
脱
出
し
た
私
の
従
弟
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ポ
ン
ツ
ア
ス
も
、
上
着
も
な
し
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、

、

。

、

に
キ
リ
ス
ト
像
を
手
に
し

福
音
を
説
い
て

悔
悟
を
勧
め
て
い
た

従
弟
に
近
づ
い
て

建
物
に
入
れ
ぬ
か
と
私
は
尋
ね
た
が
、
そ
れ
が
遮
ら
れ
た
。
屋
内
か
ら
逃
れ
た
数
人
が
フ

ェ
レ
シ
ア
ノ
旧
門
の
路
上
で
悔
悟
を
誓
っ
て
る
。
瓦
礫
を
避
け
て
ロ
レ
ト
へ
迂
回
し
、
三

位
一
体
小
路
に
入
る
と
、
教
会
が
倒
壊
し
て
い
る
。
い
か
に
し
て
も
進
み
た
い
と
念
じ
、

幾
度
も
試
み
て
先
に
行
く
こ
と
が
で
き
た
。
ラ
ル
ガ
街
で
は
マ
ヌ
エ
ル
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
神

父
の
説
教
を
見
か
け
た
が
、
サ
ン
・
ペ
ド
ロ
・
ア
ル
カ
ン
タ
ラ
で
目
に
し
た
の
は
死
者
と

荒
墟
だ
け
で
る
。
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ボ
ル
ジ
ェ
ス
に
伴
わ
れ
、
サ
ン
・
ロ
ケ
を
出
て
、
修

。

。

道
院
前
の
階
段
に
座
っ
た

そ
こ
へ
家
族
を
連
れ
て
フ
ェ
リ
ッ
ペ
・
ダ
・
コ
ス
タ
が
来
た

そ
こ
か
ら
タ
ル
カ
伯
爵
の
豪
邸
に
到
る
と
、
も
は
や
歩
け
な
い
身
と
な
っ
た
。
ボ
ル
ジ
ェ

ス
は
従
僕
の
ひ
と
り
を
呼
ん
で
、
私
を
騾
馬
の
背
に
乗
せ
、
他
の
従
僕
が
手
綱
を
曳
い
て

緑
野
ま
で
と
導
い
た
の
で
あ
る
。
絹
糸
工
場
ま
で
来
る
と
、
第
二
の
地
震
が
発
生
し
、
駆

け
出
し
た
多
数
の
人
々
が
私
を
囲
み
、
跪
い
て
赦
免
を
哀
願
す
る
。
こ
う
し
た
惨
状
を
抜

け
て
つ
い
に

ヴ
ァ
レ
・
デ
・
ペ
レ
イ
レ
緑
野
へ
到
着
し
た
。
緑
野
の
樹
の
下
で
寛
仁
に

も
ジ
ョ
セ
フ
・
フ
ェ
レ
イ
ラ
様
は
、
椅
子
を
差
し
出
さ
れ
、
ご
自
身
の
上
衣
で
私
を
包
ん

①

で
く
だ
さ
っ
た
。

オ
ラ
ト
リ
オ
会
聖
霊
修
道
院
は
、
リ
ベ
イ
ラ
王
宮
の
北
西
、
ノ
ヴ
ァ
・
ド
・
ア
ル
マ
ダ
街
に

位
置
す
る
が
、
こ
の
坂
道
も
家
々
の
瓦
解
と
狂
躁
す
る
住
民
で
遮
断
さ
れ
た
。
親
友
の
安
否
を

確
か
め
に
登
っ
て
き
た
貿
易
商
ブ
ラ
ド
ッ
ク
が
、
危
険
を
感
じ
て
遠
ざ
か
っ
た
地
点
で
あ
る
。

麓
の
総
大
司
教
教
会
と
サ
ン
・
パ
ウ
ロ
教
会
は
炎
上
し
、
王
宮
広
場
か
ら
河
岸
地
区
に
か
け
て

は
、
津
波
も
押
し
寄
せ
た
。
坂
上
の
シ
ア
ー
ド
地
区
で
も
カ
ル
モ
修
道
院
や
三
位
一
体
教
会
が

壊
滅
し
、
サ
ン
・
ロ
ケ
の
正
門
と
塔
が
倒
壊
す
る
が
、
負
傷
し
た
ポ
ル
タ
ル
は
や
や
遠
い
サ
ン

タ
・
カ
テ
リ
ー
ナ
広
場
へ
ま
ず
運
ば
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
彼
が
目
撃
し
た
情
景
、
す
な

わ
ち
群
が
る
避
難
民
、
横
臥
し
た
傷
病
者
、
祈
祷
や
改
悛
を
促
す
素
足
の
聖
職
者
は
、
後
年
ジ

ョ
ア
ン
・
ク
ラ
マ
の
壮
麗
な
油
絵
に
描
か
れ
た
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
オ
ラ
ト
リ
オ
会
は
、
聖
霊
修
道
院
に
加
え
て
リ
ス
ボ
ン
西
南
の
ネ
セ
シ
ダ
ス

宮
殿
に
、
一
七
四
五
年
広
壮
な
教
会
と
修
道
院
を
建
設
し
た
。
ま
た
、
西
北
の
近
郊
ペ
レ
イ
ロ

渓
谷
の
コ
ン
ポ
リ
ー
ト
に
も
学
舎
と
緑
園
を
有
し
て
い
た
。
壊
滅
す
る
ノ
ヴ
ァ
・
ド
・
ア
ル
マ

ダ
街
を
離
れ
た
会
士
た
ち
は
、
一
方
で
は
ネ
セ
シ
ダ
ス
の
教
会
と
修
道
院
へ
、
他
方
で
は
ペ
レ
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イ
ロ
渓
谷
の
学
舎
へ
避
難
し
、
こ
れ
ら
の
隊
列
に
他
宗
派
の
聖
職
者
も
加
わ
っ
た
こ
と
が
、
ポ

ル
タ
ル
の
記
録
か
ら
判
る
。

ロ
ー
マ
で
結
成
さ
れ
た
オ
ラ
ト
リ
オ
会
最
初
の
衆
会
は
、
ネ
リ
を
含
む
六
人
の
聖
職
者
と
記

録
さ
れ
る
。
や
が
て
会
士
は
一
五
六
七
年
に
十
八
名
、
一
五
七
八
年
に
は
三
三
名
に
達
し
、
そ

①

こ
に
は
ス
ペ
イ
ン
人
、
フ
ラ
ン
ス
人
、
ギ
リ
シ
ャ
人
も
含
ま
れ
た
。

ポ
ル
タ
ル
の
記
録
に
は
被
災
し
た
聖
霊
修
道
院
に
つ
い
て
、
当
時
居
住
し
た
会
士
の
氏
名
が

列
記
さ
れ
て
い
る
。
左
記
の
と
お
り
そ
の
構
成
は
神
父
す
な
わ
ち
修
道
士
五
十
名
、
修
練
士
三

一
名
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
若
干
の
従
僕
や
炊
事
婦
な
ど
も
住
み
込
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
管
理
に
あ

た
る
幹
事
三
名
も
オ
ラ
ト
リ
オ
会
の
会
則
に
準
ず
る
が
、
幹
事
第
一
の
モ
ン
テ
イ
ロ
は
地
震
と

は
異
な
る
事
由
で
逝
去
し
た
と
思
わ
れ
る
。
モ
レ
イ
ラ
・
デ
・
メ
ン
ド
ン
サ
著
『
世
界
地
震
通

史
』
に
は
オ
ラ
ト
リ
オ
会
士
の
死
亡
四
名
と
誌
さ
れ
、
地
震
の
た
め
後
日
物
故
し
た
ビ
ン
ト
神

父
を
別
と
す
れ
ば
、
ポ
ル
タ
ル
の
記
載
と
合
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。

聖
霊
修
道
院

大
地
震
発
生
の
時
点
に
於
け
る
構
成
員

新
回
廊

神
父

マ
ヌ
エ
ル
・
モ
ン
テ
イ
ロ

修
道
院
幹
事
第
一

死
亡

神
父

テ
オ
ド
ロ
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ

神
父

ベ
ル
ナ
ル
ド
・
デ
・
Ｓ
・
パ
ヨ

神
父

ヨ
ア
キ
ム
・
カ
ス
テ
ロ

神
父

ヴ
ィ
セ
ン
テ
・
コ
ラ
ソ

地
震
に
よ
り
死
亡

神
父

ル
イ
ズ
・
ジ
ョ
ゼ

修
道
院
幹
事
第
三

神
父

ジ
ョ
ア
ン
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ィ
エ

神
父

ア
ン
ト
ニ
オ
・
コ
エ
ル
ホ

神
父

ク
レ
メ
ン
テ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ノ

神
父

デ
ィ
ア
ゴ
・
ヴ
ェ
ル
ネ
イ

神
父

フ
ィ
リ
ッ
ペ
・
ネ
リ

地
震
に
よ
り
死
亡

神
父

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ジ
ョ
ゼ

神
父

ア
マ
ロ
・
ペ
レ
イ
ラ
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神
父

ジ
ョ
ゼ
・
ク
レ
メ
ン
テ

神
父

ア
ン
ト
ニ
オ
・
ジ
ョ
ゼ

検
事
総
長

神
父

ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ロ
ペ
ス

信
仰
指
導
者

神
父

フ
ィ
リ
ッ
ペ
・
タ
ヴ
ァ
レ
ス

高
位
聖
職
者

神
父

マ
ヌ
エ
ル
・
ポ
ル
タ
ル

神
父

ヨ
ハ
キ
ム
・
フ
ェ
ラ
ス

地
震
に
よ
り
死
亡

神
父

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
マ
ヌ
エ
ル

代
理
人

古
修
道
院

第
一
回
廊

神
父

ア
ゴ
ス
テ
ィ
ン
ホ
・
モ
ン
テ
イ
ロ

神
父

ジ
ョ
ゼ
・
ト
ロ
ヤ
ノ

神
父

ア
ン
ト
ニ
オ
・
ヴ
ィ
エ
イ
ラ

修
練
士

ヨ
ア
キ
ム
・
デ
・
オ
リ
ヴ
ィ
エ
ラ

修
練
士

ジ
ョ
ア
ン
・
ド
ス
・
サ
ン
ト
ス

神
父

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ジ
ョ
ゼ

神
父

ナ
ヌ
エ
ル
・
デ
・
メ
レ

神
父

ド
ミ
ン
ゴ
ス
・
ペ
レ
イ
ラ

修
練
士

ジ
ョ
ゼ
・
ダ
・
エ
ン
カ
ル
ナ
サ
オ

地
震
に
よ
り
死
亡

神
父

ル
イ
ズ
・
ダ
・
モ
タ

神
父

ジ
ョ
ア
ン
・
コ
ル

神
父

ヨ
ゼ
・
ピ
ン
ト

地
震
に
よ
り
後
日
死
亡

神
父

ジ
ョ
ア
ン
・
バ
ル
ボ
サ

神
父

ア
ル
ベ
ル
ト
・
ド
ス
・
レ
イ
ス

神
父

エ
ス
タ
シ
オ
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ

修
練
士

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル

修
練
士

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
カ
ル
ヴ
ァ
ル
ホ

神
父

ジ
ョ
ア
ン
・
フ
レ
イ
レ

修
道
院
幹
事
第
二

修
練
士

ジ
ョ
ゼ
・
ド
ス
・
サ
ン
ト
ス

修
練
士

ジ
ョ
ゼ
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス

神
父

マ
ノ
エ
ル
・
フ
ェ
レ
イ
ラ

神
父

ア
ン
ト
ニ
オ
・
ペ
レ
イ
ラ
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古
修
道
院

第
二
回
廊

神
父

ジ
ョ
ア
ン
・
バ
チ
ス
タ

神
父

ア
ル
ベ
ル
ト
・
カ
エ
タ
ノ

司
祭

神
父

バ
ル
ソ
ロ
メ
ウ
・
キ
ン
テ
ラ

神
父

ジ
ョ
ゼ
・
デ
・
フ
ァ
リ
ア

聖
具
保
管
係

修
練
士

マ
ノ
エ
ル
・
ジ
ョ
ア
ン

神
父

ヴ
ァ
レ
ン
チ
ム
・
デ
・
ブ
ル
ホ
エ
ス

神
父

マ
ノ
エ
ル
・
デ
・
ア
ラ
ン
ジ
ョ

修
練
士

ア
ン
ト
ニ
オ
・
ゴ
ン
サ
ル
ヴ
ェ
ス

修
練
士

ジ
ョ
ア
ン
・
ヌ
ネ
ス

神
父

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
サ
レ
ス

神
父

マ
ノ
エ
ル
・
ベ
ル
ト
ク

修
練
士

ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ダ
・
シ
ル
ヴ
ァ

修
練
士

ジ
ョ
ア
ン
・
レ
イ
タ
オ

修
練
士

ジ
ョ
ゼ
・
フ
ェ
レ
イ
ラ

修
練
士

ド
ミ
ン
ゴ
ス
・
ジ
ョ
ル
ジ
ェ

修
練
士

ア
ン
ト
ニ
オ
・
ア
ン
ツ
ネ
ス

修
練
士

ジ
ョ
ゼ
・
ペ
レ
イ
ラ

修
練
士

ジ
ョ
ア
ン
・
デ
・
ソ
ウ
サ

神
父

ジ
ョ
ゼ
・
ア
ル
ベ
ル
ト

神
父

デ
ィ
オ
ニ
シ
オ
・
ペ
レ
イ
ラ

神
父

ロ
ド
リ
ゴ
・
デ
・
マ
ト
ス

神
父

ベ
ル
ナ
ル
ド
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